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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
万
葉
園
、
た
ん
ぽ
ぽ
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

全
人
口
の
４
人
に
１
人
が
後
期
高
齢
者
と
い

う
超
高
齢
社
会
へ
の
突
入
ま
で
、
い
よ
い
よ
10

年
を
き
り
ま
す
。
今
年
４
月
に
施
行
さ
れ
る
改

正
介
護
保
険
法
で
は
、
要
支
援
者
へ
の
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
市
町
村
地
域
支
援
事
業
へ
の
移

行
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

市
町
村
行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
医
療
・
介
護
業
界
は
、
慢
性
的
な
人

手
不
足
に
よ
る
人
材
確
保
が
急
務
で
あ
る
と
同

時
に
、
不
安
を
抱
え
る
一
般
家
庭
の
助
け
と
な

る
正
し
い
情
報
発
信
と
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
万

葉
園
で
は
、
昨
年
よ
り
「
持
ち
上
げ
な
い
介

護
」
や
「
介
護
力
向
上
委
員
会
」
で
よ
り
負
担

の
少
な
い
介
護
技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
れ
ら
を
地
域
の
皆
様
に
も
情
報
発
信
で

き
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

万
葉
園
増
床
工
事
も
当
初
予
定
よ
り
遅
れ
て

は
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
念
願
で
あ
る
短
期
入

所
床
の
整
備
に
よ
り
、
在
宅
介
護
者
の
負
担
軽

減
の
為
に
も
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

万
葉
園
施
設
長　
　
　
　
　
　

　

菅　

原　
　
　

武



　12 月 25 日（木）クリス
マス会が行われました。
　大食堂に皆さん集ま
り、生クリームやフルー
ツでデコレーションされ
たホットケーキ、色とり
どりのケーキ、いつもよりちょっぴり豪華に
なったおやつを、好みの飲み物で美味しくいた
だきました。
　サンタクロースからのプレゼントをお一人お

ひとり手わたされ
記念撮影。
　笑顔がいっぱい
の楽しいひととき
となりました。

大運動会

　平成 26 年は選挙の当
たり年なのか？知事選・
市議会議員選そして衆議
院選。
　各エリアに選挙公報を
渡すと「どの人にしよう
か？」と悩んでいるご利
用者もいらっしゃいまし
た。
　世の中が少しでも良い
方向へ行くよう、大事な
一票を投じました。

　万葉園では、毎月
第三火曜日の昼食時
に出前日を設けてい
ます。
　真剣にメニュー表
をご覧になり「これ
美味しそうだなー」
などとご利用者同士
で話されながら注文
されます。
　いつも以上に満面
の笑みで食事を楽し
まれています。

　12 月３日（水）に、小高区の福
浦小学校・鳩原小学生・金房小
学校の皆さんをお迎えして交流
会を開催しました。
　≪あおぞらエリア、ふるさとエリア≫≪ほの
ぼのエリア、いきいきハウスエリア≫≪たんぽ
ぽ≫に分かれ、それぞれ工夫を凝らしたふれあ
いの時間をご利用者と一緒に過ごしました。童
謡の朗読や、綾取り等、どれもご利用者が昔を
懐かしむような出し物でした。そのあと大食堂
において、踊りの披露とリコーダーの演奏が行
われました。
　みなさん、お孫さんを見
るような表情でご覧になり、
大変満足された様子でした。
　機会があればぜひまたこ
のような交流会を開催した
いです。

不在者投票不在者投票不在者投票

食事委員会食事委員会食事委員会 小高区小学生来園小高区小学生来園小高区小学生来園

クリスマス会クリスマス会クリスマス会
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大運動会

不在者投票

食事委員会 小高区小学生来園

クリスマス会
　
寒
さ
厳
し
き
折
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
で
は
新
た
に
３
名
の
方
が
入

所
さ
れ
、
皆
さ
ん
元
気
に
新
年
を
迎
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
先
月
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
竜
優
季
舞
踊
教
室

の
皆
さ
ん
が
日
舞
の
披
露
に
来
園
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
当
日
は
万
葉
園
の
ご
利
用
者
も
参
加
さ
れ
、
一
時
間

ほ
ど
日
舞
を
鑑
賞
し
た
り
、
一
緒
に
歌
を
歌
っ
た
後
は
、

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
お
茶
会
を
行
い
ま
し
た
。
日
舞
の
披

露
に
は
「
ま
た
来
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
声
が
多
く
聞
か

れ
、
お
茶
会
で
も
話
が
弾
み
、
楽
し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　『
施
設
』
と
聞
く
と
外
の
環
境
か
ら
は
孤
立
し
た
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回
こ
の
よ
う
な
会
を
開

く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
職
員
が
通
う
ジ
ム
で
の
知

人
だ
っ
た
と
い
う
繋
が
り
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。
も
と
も

と
南
相
馬
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
、
地

域
の
方
々
と
の
関
わ
り
を
と
て
も
喜
ば
れ
ま
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
際
に
は
、
お

茶
で
も
飲
み
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
休
止
、
そ
し
て
平
成

24
年
１
月
11
日
の
再
開

以
来
、
鹿
島
区
地
域
住

民
の
皆
様
、
県
内
外
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
平
成
26
年
12

月
31
日
を
持
ち
ま
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

の
家
は
、
事
業
を
休
止
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
寺
内
塚
合
仮
設
住
宅
住
民
の
皆
様
に
は
、
行
事

を
通
し
交
流
の
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
慣
れ
親
し
ん
で
き
た

地
域
を
離
れ
る
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
。
皆
様

の
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、

突
然
の
休
止
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
こ
と
を

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　増床ユニット分の備品関係の選定に忙しい時期
となっていますが、今回はこれら選定備品の中で、
ベッドと車いすについてお話しします。
　特養において職員が多く時間を要すると共に、
危険でご利用者への負担も大きい介助が移乗介助
です。今回、これらの介助においてご利用者・職
員共に負担なく、より安全に移乗できるような介
護用品を選定しました。
　ベッドからの移乗バーには膝の位置にパッドが
あるタイプのものを選びました。このことにより
移乗時の「膝折れ」を防止し、より少ない力で臀
部を浮かせることができ、介護者の腰への負担が
大きい「前方介助」から負担が少ない「後方介助」
を安心して行うことができます。これに肘掛跳上
げ＆足台スイングアウト機能のあるセミモジュー
ル型車いすを併用することで、スライディングシー
トやトランスファーボードが活用し易くなり、こ

●移乗用具（スライディングシート /トランスファー
ボード）を使用する際も、「ひざ折れ」の心配がなく、
安心して使用できます。
●介助者の腰への負担が大きい「前方介助から」、腰
への負担が少ない「後方介助」を安心して実施す
ることが可能です。

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト

使
用
例

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
ボ
ー
ド
を

使
っ
た
後
方
介
助

れまで万葉園で取り組んできた「持ち上げない介
護」の実施がより容易にできるようになります。
　これら以外にも、職員のマンパワーだけに頼る
ことなく、ご利用者に安全で負担の少ない機能の
ついた介護備品を整備したいと思っています。
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　昨年、厚生労働省が「職場における腰痛予防対策指針」

を改訂した事で、万葉園でも持ち上げない介護を考える

ようになりました。

　各エリアで福祉用具を用いたり、新しい介護技術を取

り入れたり、試行錯誤しながらご利用者と一緒に安全・

安楽な介護方法を考え実践していました。そんな時に、

各エリアから『介護力を高めていこう』『統一したケア

を実践していこう』との声が上がり、10月31日（金）介護

力向上委員会の第1回目の勉強会を行う事になりました。

　勉強会では、ビデオやワー

クシートを活用して、経緯や

経過・介助方法・リスクマネ

ジメントを学び、その後で福祉用具など

を体験し、技術では、スーパートランス

を体験しました。19 時 40 分と遅い時間

からの始まりとなりましたが、多くの職

員が参加し、予定の時間が過ぎても役割

を代えながら何度も行っていました。

　こうした勉強会は、今のご利用者だけ

でなく、日々変化していくご利用者のＡ

ＤＬにも対応できる技術や知識だと思い

ますので、テーマを変えながら今後も継

続して行っていきたいです。

介護職員　寺岡　孝文

介護力向上勉強会介護力向上勉強会介護力向上勉強会

　平成26年10月1日に郡山市のユラッ

クス熱海で開催された認知症高齢者対応

研修に参加しました。認知症といっても

様々な種類があり、その種類に応じて症

状や対応、進行の仕方が異なってくるな

ど詳しく学ぶことが出来ました。

　普段接しているご利用者はどんな認知

症なのか？どの段階まで進行しているの

か？をよく観察し理解した上で、対応す

ることが必要だと感じました。認知症と

いうとすぐに物事を忘れてしまうイメー

ジがありましたが、強烈な印象のあるこ

とはいつまでも記憶に残ることを研修で

学びました。万葉園のご利用者でも、普

段はすぐに忘れてしまう方なのに、ある

物事を何時間も覚えていたことがあった

ことを思い出しました。認知症だからと

言って何も出来ないと決め付けるのでは

なく、よく観察し何が出来て・何が出来

ないのかを理解し、それに応じて残存能

力を活かすことが大切だと感じました。

　今までの自分の業務を見つめ直し、今

後に生かして行きたいと思います。

介護職員　今野　翼

研修に参加して研修に参加して研修に参加して
　例年の「認知症の内部研修」は、認知症についての外部

研修へ参加した職員の伝達講習という形で開催していまし

た。

　今年は方法を変え、事前に提示した５つの事例について、

どのような対応策があるかを各自考えて来てもらい、研修

ではその中の１つの事例を決め、検討をする方法を執りま

した。

　事例検討では、各自考えてきた認知症の方への対応策、

意見等を発表してもらいました。色々な見方、考え方、また、

日頃の業務と照らし合わせての介助方法など意見交換にも

なり、大変活発な研修会となりました。

　介護経験の浅い職員は、コミュニケーションの取り方に

苦慮しながらも寄り添う様子が見られ、また経験を積んだ

職員については、そのご利用者や家族の心情にまで踏み込

んで対応しており、それぞれに認知症ということをよく理

解していると感じました。

　認知症の方への対応には、これが正解、これは不正解と

はっきりとしたものはないと思います。まずは、お一人お

ひとりの今の世界へ入り、その世界をどれだけ受容し、共

有できるかが大切であるという意見が多かったようです。

　今回の認知症研修は、認知症についての各職員の理解や

考えを知り、そしてそれぞれに真摯な対応を行っているこ

とを確認する良い機会になりました。

副施設長　山田　裕子

認知症内部研修認知症内部研修認知症内部研修
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